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（Ｒ８.９時点） 

現時点（Ｒ８.７.８厚労省差し替え）の令和８年度介護職員等処遇改善加算実績報告様式 

を使用する場合の注意点 

 

 令和８年７月８日付け厚労省事務連絡で、令和８年度実績報告様式（別紙様式３）の差し替えがありまし

た。しかし、本市で検証した結果、複数の不具合があることが判明しました。事業所様向けに注意点をまと

めさせていただきます。 

 今後、厚労省から追加で様式の修正がある場合もありますので、ご注意ください。 

 

 

 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/index_00010.html 

 

 

 

 

 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/index_00010.html
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・別紙様式３－１の「（３）キャリアパス要件Ⅲ」 

 別紙様式２（計画書）を提出された際に、「計画書の記載時点で要件を満たす」としていない場合、具体

的な内容の記載が必要となります（「計画書の記載時点で要件を満たすとしていた事業所は左欄にチェック

（✔）すること。」による省略は、不可）。 

その際、下図のとおり①～③に☑をつけないと、「×」のままで「○」にはなりません。 

  

 しかし、下図のとおり、「（確認用）提出前のチェックリスト」では、「×」ではなく、「○」となります。 

 
 要因は計算式で、「○（丸）」を誤って、「〇（漢数字）」としているためと思われます。 

 

（本市の対応） 

「（確認用）提出前のチェックリスト」の「（３）キャリアパス要件Ⅲ」の AK166 セルで「○」がついて

いても、申請要件を満たしていない場合があります。元となる「キャリアパス要件Ⅲ」の S78 セルで「×」

がついていないか、ご確認ください。 
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・別紙様式３－１の注意書き 

 

 「（介護予防）訪問介護」は、「（介護予防）訪問看護」の誤記と思われます。「介護予防訪問介護」は、予

防給付から総合事業の「訪問型サービス（独自）」に移行し、現在は存在しないサービスです。訪問介護は

令和８年６月に処遇改善加算が新設されたサービスではありません。 

 

 

 「指定介護予防支援」は、市から直接介護予防支援に係る事業の指定を受けている事業者のことであり、

地域包括支援センターは関係ありません。ここでは地域包括支援センターからのケアプランの委託のことを

言っているので、「介護予防支援、介護予防ケアマネジメント」のことと思われます。 

 

（本市の対応） 

「（介護予防）訪問介護」は「（介護予防）訪問看護」、「地域包括支援センター（指定介護予防支援）」は

「地域包括支援センター（介護予防支援、介護予防ケアマネジメント）」と読み替えてください。 
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・別紙様式３－１の「日付と法人名・代表者」の欄 

 通常であれば、下図のような入力となります。 

 

しかし、下図のとおり、代表者の職名や氏名が未入力でも、「○」がついてしまいます。 

 

 

（本市の対応） 

判定が「○」であっても、入力漏れがないかご確認ください。 
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・別紙様式３－１の「キャリアパス要件Ⅳ」 

 

 上記のように注意書きがあり、一体的に総合事業の「訪問型サービス（独自）」、介護サービスの「訪問

介護」が実施されている場合、同一事業所と見なすはずですが、下図のとおり、×がついてキャリアパス要

件Ⅳを満たしていないことになってしまいます。 

 

 

 

 

（本市の対応） 

別紙様式３－１の「（７）その他」欄に、「〇〇事業所は、総合事業と介護サービスを一体的に実施して

おり、様式の不具合によりキャリアパス要件Ⅳが×になっているが、要件は満たしている」等と記載くだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


